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研究成果の概要（和文）： 

木造住宅市場における消費者満足度と情報の関係について、住宅購入者と住宅供給者へのアン

ケート調査（札幌市、つくば市）をもとに検討した結果、消費者が住宅に関する情報を十分に

持つことが、満足のいく住宅づくりにつながることを明らかにした。さらに、住宅購入におい

て消費者が直面する情報の問題として、(1)限られた情報収集方法、(2)情報源の多くが住宅供

給者、(3)中立・客観的な情報の不足を指摘した。住宅市場の情報の問題を解消することが、住

宅満足度を向上させ住宅市場を活性化させる可能性を示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We examined the relationships between information and consumer satisfaction in wooden 
housing market, based on questionnaire survey for consumers and suppliers in Tsukuba and 
Sapporo. The results indicate that when consumers have enough information about housing, 
they tend to be satisfied with their housing. Furthermore, as problems of information 
that consumers face in housing market, this study shows the following three points. (1) 
methods to collect information are limited, (2) most of information source is housing 
suppliers, (3) neutral and objective information are very few. The findings suggest that 
solving the problems of the information in the wooden housing market would improve the 
consumer satisfaction and also activate the housing market. 
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１．研究開始当初の背景 

木造住宅の増加・長寿命化は地球環境保全
に有効な方策である。しかし住宅取得希望者
の多くが木造住宅を希望しながら、最終的に

はその過半数以上が非木造で建築された住
宅を選択している。また木造住宅の寿命は先
進国中で最低水準の 30 年程度と言う現状に
ある。これを裏返せば、従来の木造住宅や木
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造住宅産業に対する不安・不満が現実には必
ずしも小さくないことを意味する。従って木
造住宅に対する支持を獲得するには、木造住
宅に関する情報を消費者に発信することの
みならず、木造住宅を取得した消費者が高い
満足度を獲得することが重要である。 

現在、我が国では様々な木造住宅が市場に
あり、消費者に豊富な選択肢が提供されてい
るものの、情報が氾濫し、消費者にとって有
効な情報の選別が難しい。住宅の場合は他の
財と異なり、「情報の非対称性」の問題が大
きいと指摘される。消費者と住宅供給者の情
報格差により、住宅寿命が短命に終わり、消
費者の満足も得られにくい傾向がみられる。 
 これまでの報告では消費者と施工者の持
つ情報の質・量のギャップに着目した研究は
皆無であった。この「情報の非対称性」の現
状を念頭に置いた上で、消費者の住宅満足度
の向上を図るには、消費者と施工者との間に
存在する「情報の非対称性」を検証する必要
がある。 
 
２．研究の目的 

本研究は、木造住宅市場における消費者と
施工者の「情報の非対称性」を検証し、消費
者の住宅満足度と情報の関係を明らかにす
ることを目的とする。 
 消費者と施工者の双方における情報の有
り様、その伝達の仕方、その取り方、そして
活かし方という視点により、「情報の非対称
性」として定量的・定性的に客観的に捉え、
その改善方策を明らかにする。それは消費者
の満足度の決定要因を解明することでもあ
り、それにより住宅の長寿命化へと結びつく。 
 
３．研究の方法 
 つくば市と札幌市（周辺地域含む）におい
て、住宅購入者へのアンケート調査と住宅供
給者への聞き取りおよびアンケート調査を
実施した。アンケート調査の実施方法は下記
のとおりである。 
(1) 住宅購入者へのアンケート調査 
①つくば市周辺の新興住宅地において、一戸
建て住宅 1300 世帯に対して、調査票を配布
し、199 世帯から回答を得た。 
②札幌市周辺の住宅購入者（過去 10 年以内
に新築住宅購入）を対象にインターネットに
よるアンケート調査を実施し、409 人から回
答を得た。 
(2) 住宅供給者へのアンケート調査 
木造住宅建築を行う施工者（（大工工務店、
ハウスメーカー、設計事務所）を札幌市 80
社、つくば市 40 社、計 120 社に対して、電
話によるアンケート調査を実施した。 
 
４．研究成果 

(1) 住宅購入者の契約の決め手と情報収集

方法 

住宅を購入するにあたり契約の決め手と
なった項目を尋ねたところ、1位 住宅見学、
２位 営業マン、３位 建築費であった。住
宅購入にあたり消費者の情報収集方法とし
て多くあげられた項目は、１位 住宅見学、
２位 営業マン、３位 インターネットであ
る。そのうち有効だった方法としては、情報
収集方法と同じく、住宅見学、営業マン、イ
ンターネットの順で多い結果となった。 
さらに、情報収集方法の中で有効性が高い

項目は住宅見学と営業マンであり、インター
ネットや住宅購入希望者向けの雑誌・書籍の
有効性は比較的低い。 
 
(2) 住宅購入者の満足度と情報の関係 

住宅満足度別に、住宅自体の情報、消費者
の情報収集、住宅供給者の情報提供を比較し、
どの要素が住宅満足度に影響したのかを検
討したところ、木造住宅を購入した世帯の中
で、所有する住宅の木造工法が分からない
「不明」と答えた人は満足度が低いという結
果が得られた。住宅の最も基本となる工法に
ついて知ることが、満足のいく住宅づくりに
つながると考えられる。 
また、注文住宅の方が建売より満足度が高

い傾向も示された。注文住宅の方が消費者の
ニーズを反映しやすいためだろう。 
住宅購入にあたり契約の決め手となった

項目を満足度別に比較すると、満足度の高い
人ほど決め手となった項目が多い。 
さらに、決め手となった項目にも違いがあ

り、満足度の高い人は住宅見学と営業マンが
主要な決め手であるのに対して、満足度の低
い人は建築費が最大の決め手となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１ 引き渡しまでに説明があった事項

（住宅満足度別） 
 
住宅供給者から、点検、メンテナンス、リ

フォーム、瑕疵担保などの説明を受けている



かを満足度別にみると、いずれの項目も満足
度の高い人は説明を受けた割合が高い（図
１）。 
 

(3) 満足度の高い住宅づくりに有効な情報収
集方法 

消費者が満足のいく住宅づくりに有効な
情報収集方法として、次の 4点が明らかにな
った。 
①最も有効な情報収集方法は、住宅見学と営
業マンである（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 情報収集方法と有効な方法（住宅満足
度別） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 契約の決め手（住宅満足度別） 
 
②住宅の基本的な情報（工法など）を含む多
くの種類の情報を収集する。 
③契約の決め手として建築費だけでなく住

宅見学や営業マンを含む複数の項目を検討
する（図３）。 
 
④納得のいく情報を提供する住宅供給者を
選択する。 
以上の 4点が、消費者の住宅満足度を向上

させることを示した。 
 

(4) 住宅購入時に消費者が直面する情報の問
題 

住宅市場において消費者が直面する問題
として次の三点が示された。 
①住宅購入において消費者の情報収集方法
が限られている（住宅見学、営業マン、イン
ターネット、住宅購入雑誌など）。 
②限られた情報の主要なものは住宅供給者
の提供するものであり、しかも住宅供給者に
よって提供情報の質と量にばらつきがある。 
③中立・客観的な情報源が不足している。イ
ンターネットや雑誌・書籍は中立だが、有効
性はそれほど高くない。消費者が信頼して利
用できる中立・客観的な情報発信の少ない状
況が明らかになった。 
 
(5) 住宅供給者の把握する情報 
住宅供給者へのアンケート調査から、住宅供
給者が木材や木質建材の情報を必要と考え
ていない実態が示された。顧客ニーズを高め
るために必要な項目として、「顧客とのコミ
ュニケーション能力の向上」を重視し、住宅
自体に関する項目は住宅性能以外あまり重
視していないなど、住宅供給者が把握し消費
者に提供できる情報が必ずしも十分とはい
えないことが示された。 
 
(6) まとめ 

住宅購入において消費者は中立・客観的な
情報源が不足しているため、住宅供給者の提
供する情報に多くを依存している。 
消費者が、住宅の工法・建材など基本的な

ことを含めて十分な情報を持って住宅市場
に参画していくなら、住宅市場に消費者のニ
ーズが反映されるようになり、それは消費者
にとって満足のいく住宅づくりにつながる
とともに、住宅や部材の質の向上にもつなが
り、適正な住宅市場の形成に寄与すると考え
られる。そのためには、消費者が住宅や住宅
供給者について十分な情報を得られるよう
な仕組みを構築する必要がある。 
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